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平成29年度の軽自動車の税率について
　平成28年度から原動機付自転車、小型特殊自動車および二輪車の税率が引き上げとなりました。三輪以
上の軽自動車にあっては、最初の新規検査年月によって適用される税率が異なります。
　平成29年度の税率は次のとおりです。三輪以上の軽自動車の税率については、自動車検査証をご覧いた
だきお確かめください。
①原動機付自転車および二輪車など

②三輪および四輪の軽自動車
　Ａ）「最初の新規検査年月」から１３年目までの車両
　※平成28年度グリーン化特例（軽課）対象であった車両は、平成29年度から「平成27年4月以降」欄の税
　　率になります。（軽減は平成28年度分のみです）

　Ｂ）「最初の新規検査年月」が平成１６年３月以前の車両
　※平成２９年度から重課税率となり税額が高くなります。

最初の新規検査年月
です。
これより13年経過し
た翌年度の課税から
重課となります。

　Ｃ）三輪および四輪の軽自動車のグリーン化特例（軽課）
　　平成28年4月から平成29年3月までに最初の新規検査を受けた三輪および四輪の軽自動車（新車のみ）で
　次の基準を満たす車両について、当該取得した日の属する年度の翌年度（平成29年度）分の軽自動車税に
　限り税額が軽減されます。

◆平成28年度税制改正により、グリーン化特例措置が１年間延長になりました。

自動車検査証

・税率（１）電気自動車または天然ガス自動車（平成２１年排出ガス１０％低減）
・税率（２）乗　用　平成１７年排出ガス基準７５％低減達成（★★★★）かつ平成３２年度燃費基準＋２０％達成車
　　　　　貨物用　平成１７年排出ガス基準７５％低減達成（★★★★）かつ平成２７年度燃費基準＋３５％達成車
・税率（３）乗　用　平成１７年排出ガス基準７５％低減達成（★★★★）かつ平成３２年度燃費基準達成車
　　　　　貨物用　平成１７年排出ガス基準７５％低減達成（★★★★）かつ平成２７年度燃費基準＋１５％達成車
（注１）税率（２）、税率（３）については、ガソリンを内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。
（注２）各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

車種 区分 年税額 車種 区分 年税額

原付バイク
（原動機付

自転車）

50ｃｃ以下 2,000円

バイク

軽二輪（125cc超250cc以下）
（側車付のもの、二輪の

被けん引車を含む）
3,600円

50ｃｃ超 90ｃｃ以下 2,000円

90ｃｃ超 125ｃｃ以下 2,400円 二輪の小型自動車
（250cc超） 6,000円

ミニカー 3,700円

小型特殊自動車
農耕作業用自動車 2,400円

その他 5,900円

車種区分 平成16年4月～
平成27年3月 平成27年4月以降

軽三輪 3,100円   3,900円

軽自動車
（四輪）

貨物
営業用 3,000円   3,800円

自家用 4,000円   5,000円

乗用
営業用 5,500円   6,900円

自家用 7,200円 10,800円

車種区分 平成29年度（重課税率）

軽三輪   4,600円

軽自動車
（四輪）

貨物
営業用   4,500円

自家用   6,000円

乗用
営業用   8,200円

自家用 12,900円

車種区分   税率（１） 税率（２） 税率（３）

軽三輪   1,000円 2,000円 3,000円

軽自動車
（四輪）

貨物
営業用   1,000円 1,900円 2,900円

自家用   1,300円 2,500円 3,800円

乗用
営業用   1,800円 3,500円 5,200円

自家用   2,700円 5,400円 8,100円

■照会先　税務課（☎23-8874）
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◆市税の収納未済額と収納率

◆滞納処分の推移

◆税金を滞納したまま亡くなったら・・・

◆放置せず早めの相談を・・・

税務署から相談窓口のお知らせ

◆滞納は納税している人との公平性を欠く行為です

◆税の公平性を保つために滞納処分をしています

　平成２７年度末の市税収納率は94.41％、累積滞納額は約８億１千万円でした。（下のグラフ参照）
さまざまな取組により累積滞納額は年々減少しているものの、依然として滞納者は減りません。

　滞納があると充実した住民サービスを提供するための財源が失われてしまうほか、期限内に納税している人
との公平性が保たれません。また、督促状の送付など、余分な経費に税金を使うことにもつながります。

　市では、納付できるのに納付しない悪質な滞納者に対し、財産の差押えなどの滞納処分を積極的に行って
います。また、県とも協力し、市県民税の滞納事案を県に引き継ぐなど、滞納を減らす取り組みを強化していま
す。市は今後も滞納処分を強化し、滞納の縮減に努めます。

　税金を滞納したまま亡くなった場合、借金などと同様に、民法に従って配偶者や子などの相続人へそれぞれ
の持分に応じ、滞納金が引き継がれます。それまで通知した納税通知や督促の効果、延滞金は有効となり、そ
のまま放置しておくと差押えなどの滞納処分を受けることになります。

　災害や盗難、本人や家族の病気・事故、事業の休廃止など、やむを得ない事情により納税が困難な場合は、
一人で悩まず放置せず、お早めにご相談ください。一括納付が難しい場合には、分割納付に応じる場合もあり
ます。まずは納付できない理由をお聞かせください。

○パソコンやスマートフォンなら「タックスアンサー」と 検索 
○電話による相談は
　関税務署（☎0575－22－2233）へお問い合わせください。自動音声案内により「１」を選択すると  
「電話相談センター」につながります。

※換価とは、差押財産を金銭に換える事をいいます。

●照会先 　税務課（☎２３－８７８９または☎２３－７７３２）

滞納処分実績

年度 差押
件数

  差　押　件　数（内訳） 換　価
不動産 預貯金 給与 年金 生命保険 国税還付金 その他 件数 金額（千円）

H27 731 15 498 27 4 24 150 13 885 57,902

H26 643 1 405 78 14 24 115 6 970 72,632

H25 502 11 258 92 0 11 126 4 914 57,908

ストップ滞納！
市税は納期内に納めましょう

収納未済額と収納率の推移
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平
成
28
年
市
議
会
第
３
回
定
例
会
を
、
９
月

２
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
29
日
間
、
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
８
件
、

一
般
議
案
６
件
、
補
正
予
算
７
件
、
決
算
認
定

13
件
、
諮
問
４
件
、
報
告
３
件
、
議
員
提
案
（
意

見
書
）
１
件
、
そ
の
他
２
件
の
合
わ
せ
て
44
件

を
審
議
し
ま
し
た
。
審
議
日
程
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

▼
９
月
２
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を
29

日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、

関
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選

任
な
ど
諮
問
４
件
及
び
そ
の
他
１
件
に
つ
い
て

可
決
・
同
意
・
可
と
し
ま
し
た
。

▼
13
日
の
本
会
議
２
日
目
は
、
議
案
に
対
す
る

質
疑
を
行
い
、
関
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
な
ど
12
件
を
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

関
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
、
平
成
28
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）、
平
成
27
年
度
関
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
な
ど
23
件
を
そ

れ
ぞ
れ
所
管
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
、
通
告

者
13
人
の
う
ち
４
人
が
、
当
局
の
姿
勢
や
方
針

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
14
日
の
本
会
議
３
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
15
日
の
本
会
議
４
日
目
は
、
４
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
16
日
～
26
日
は
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
20
日
の
総
務
厚
生

委
員
会
で
は
、
関
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

改
正
に
対
す
る
修
正
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
委

員
会
で
の
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
可
決
す
べ

き
も
の
と
し
ま
し
た
。

▼
30
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
各
常
任
委
員
長

か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報
告

が
行
わ
れ
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。
関

市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

総
務
厚
生
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
修
正
案
が

可
決
さ
れ
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議

員
提
案
の
意
見
書
１
件
が
審
議
さ
れ
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て
議

了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

 

代
表
質
問
・
一
般
質
問

　

地
域
委
員
会

質
問　

各
地
域
委
員
会
で
の
情
報
共
有
は

　

答
弁　

地
域
委
員
会
同
士
の
交
流
は
と
て

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
地
域
委
員
会
を
支
援
す
る
職
員
同
士

の
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
支
援
職
員

と
し
て
の
地
域
委
員
会
へ
の
関
わ
り
方
や
、
課

題
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
討
議
し
、
職
員
の
意
識
向

上
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
委
員
会
の

役
員
の
交
流
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
地
域
委
員

会
の
各
部
会
か
ら
参
加
い
た
だ
き
、
関
係
部
会

ご
と
の
グ
ル
ー
プ
で
情
報
交
流
を
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
他
の
地
域
委
員
会
の
活
動
を
聞

く
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
気
付
き
を
得
た
り
、

共
通
の
悩
み
を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
の
広
が
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
活
動
に
一
層
の
広
が
り
を
生
む
た

め
に
も
、
若
者
や
子
育
て
世
代
の
女
性
の
皆
さ

ん
が
気
楽
に
楽
し
く
参
加
し
や
す
い
体
制
や
活

動
と
な
る
よ
う
支
援
を
行
い
、
少
し
ず
つ
地
域

の
一
体
感
や
地
域
力
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

関
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

質
問　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　

答
弁　

今
年
度
に
基
本
設
計
を
行
い
、
来
年

度
は
実
施
設
計
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
平
成
30
年
度
か
ら
約
２
年
か
け
て
建
設
工

事
を
実
施
し
、
平
成
32
年
度
当
初
か
ら
の
調
理

開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
公
共
施
設
再
配
置
計
画
」
の
方
針

に
基
づ
き
、
新
し
い
関
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
あ
わ
せ
て
、
洞
戸
及
び
武
儀
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
を
目
指
し
た
施
設
計
画

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
板
取
の

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
板
取
小
学

校
で
の
現
在
の
自
校
調
理
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

広報せき 2016.11

市
議
会
第
3
回
定
例
会

関
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
案
を
修
正
可
決
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都
市
計
画
税
の
見
直
し

質
問　

説
明
会
の
目
的
や
状
況
は

　

答
弁　

説
明
会
は
、「
武
芸
川
地
域
に
都
市

計
画
税
を
課
税
す
る
見
直
し
案
」
に
つ
い
て
、

武
芸
川
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

武
芸
川
地
域
内
に
土
地
、
建
物
を
所
有
す
る
皆

さ
ん
や
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
な
ど
に
、
都
市
計

画
区
域
と
都
市
計
画
税
の
概
要
、
武
芸
川
地
域

が
特
例
と
し
て
課
税
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
、

そ
し
て
、
こ
の
度
、
課
税
方
針
を
決
め
た
理
由

な
ど
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し

た
。
説
明
会
で
は
、
市
か
ら
の
説
明
の
後
に
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
課
税
の
目
的
、
使
い
道
な

ど
に
つ
い
て
ご
質
問
、
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
質
問
や
ご
意
見
に
対
し
て
、
で

き
る
限
り
丁
寧
に
お
答
え
し
、
市
の
方
針
案
や

考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

質
問　

市
の
取
組
み
は

　

答
弁　
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と
は
、
性
的
少
数
者

を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
、
Ｌ
は
レ

ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
同
性
愛
者
）、Ｇ
は
ゲ
イ
（
男

性
同
性
愛
者
）、
Ｂ
は
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
（
両

性
愛
者
）、
Ｔ
は
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
心

と
体
の
性
が
一
致
し
な
い
人
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。
日
本
の
全
人
口

の
７
．６
％
、
13
人
に
１
人
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
で
あ

る
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
市
で
は
、
性
の
多
様

性
を
認
め
、
す
べ
て
の
市
民
が
お
互
い
を
尊
重

し
合
い
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会

を
目
指
す
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
広
報
せ
き
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
市
民
へ
の
正
し
い
情
報

の
発
信
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
行
っ
て
い
る
相

談
窓
口
の
紹
介
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ロ
コ
ト
レ
講
座

質
問　

継
続
参
加
要
望
へ
の
対
応
は

　

答
弁　

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
体
操
を
行

う
ロ
コ
ト
レ
講
座
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら

市
内
６
か
所
全
て
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
拡

大
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
わ
か
く
さ
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
武
芸
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
定
員
を
超
え
る
申
込
み
を
い
た
だ
い
て
い

る
状
況
で
す
。
講
座
回
数
を
増
や
す
こ
と
は
講

師
の
確
保
等
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
今
後
も

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
受
講
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
新
規
申
込
者
を
優
先
し
て
い
ま
す
。

受
講
後
の
継
続
参
加
要
望
に
つ
い
て
は
、
ロ
コ

ト
レ
を
行
う
自
主
グ
ル
ー
プ
の
立
上
げ
や
活
動

支
援
を
進
め
る
こ
と
で
応
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

若
者
の
投
票
率
の
向
上

質
問　

今
後
の
取
組
み
は

　

答
弁　

今
年
７
月
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
に
お
い
て
開
設
し
た
関
商
工
高
等
学
校
で
の

臨
時
期
日
前
投
票
所
は
、
１
日
限
定
で
、
投
票

で
き
る
時
間
も
３
時
間
で
し
た
が
、
関
商
工
の

生
徒
20
人
が
投
票
し
、
近
隣
の
住
民
を
含
め
る

と
59
人
の
方
が
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

　

関
商
工
以
外
の
市
内
の
高
校
や
大
学
、
短
期

大
学
な
ど
へ
の
臨
時
期
日
前
投
票
所
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
高
校
、
大
学
な
ど
の
了
解
が
必
要

で
あ
る
こ
と
や
、
投
票
所
の
設
置
費
用
が
か
か

る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
若
者
を
中
心

と
し
た
投
票
率
の
向
上
に
は
高
い
効
果
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
主
権
者
教
育

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
の
ほ

か
、
小
中
高
校
へ
の
出
前
講
座
や
選
挙
備
品
の

貸
し
出
し
、
大
学
な
ど
の
構
内
に
お
け
る
選
挙

制
度
の
周
知
・
啓
発
な
ど
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

で
、
若
い
頃
か
ら
「
選
挙
に
触
れ
る
」「
選
挙

を
知
る
」
機
会
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

防
災
対
策

質
問　

災
害
時
の
安
否
確
認
は

　

答
弁　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
市
内
全
域

に
被
害
が
あ
っ
た
場
合
、
市
民
の
安
否
確
認

は
困
難
を
極
め
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
安
否
確
認
の
体
制
と
し
て
は
、
市

は
、
自
主
防
災
会
（
自
治
会
）
に
対
し
、
管

内
の
安
否
確
認
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
同
報

無
線
や
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
で
安
否
確
認
を
呼

び
か
け
、
情
報
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
情
報
の
収
集
は
、
自
主
防
災
会
や
消
防
団
、

防
災
指
導
員
な
ど
、
関
係
機
関
の
協
力
を
、

ま
た
要
援
護
者
に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員
児

童
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
の
方
の

協
力
を
得
る
な
ど
、
様
々
な
手
段
を
使
っ
て

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
常
時
か
ら
関
係

機
関
を
交
え
、
情
報
収
集
の
方
法
や
情
報
の

取
り
ま
と
め
方
な
ど
を
協
議
し
、
災
害
時
に

お
け
る
安
否
確
認
の
体
制
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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住
民
参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

質
問　

高
齢
者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
困
り
事

を
、
地
域
住
民
が
有
償
で
助
け
る
事
業
の
立
上

げ
は
で
き
な
い
か

　

答
弁　

市
で
は
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
の
中
で
、
高
齢
者
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
な
支
援
体
制
を

整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
よ
り

市
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
単
位
で
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
地
域
委
員
会
で
、
地

域
課
題
の
把
握
や
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
を

行
い
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
住
民
主
体

の
生
活
支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
地
域
委
員
会
単
位
で
、
住
民
参
加
型
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
展
開
で
き
る
か
に

つ
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

質
問　

整
備
状
況
は

　

答
弁　

市
で
は
、「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、
コ
ー
ス
の
名
称

や
距
離
、
歩
数
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
、
現
在
地

な
ど
を
道
路
面
に
表
示
し
、
コ
ー
ス
化
す
る

「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
案
内
表
示
板
整
備
事

業
」
を
、
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
、
シ
ョ
ー
ト
コ

ー
ス
含
め
て
計
７
コ
ー
ス
を
整
備
し
て
お
り
、

今
年
度
に
は
既
存
の
コ
ー
ス
を
活
用
し
、
市

街
地
の
春
日
神
社
、
関
善
光
寺
、
吉
田
観
音

な
ど
の
歴
史
的
な
神
社
や
仏
閣
を
巡
る
新
た

な
コ
ー
ス
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
し
く
開
通
し
た
綺
麗
で
道
幅
も
広
い

道
路
の
歩
道
等
を
コ
ー
ス
に
指
定
し
、
計
画

的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
で
、
健
康
づ
く
り

や
観
光
振
興
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
雇
用

質
問　

市
の
取
組
み
は

　

答
弁　

国
で
は
、
障
が
い
者
の
方
々
が
職
業

を
通
じ
て
誇
り
を
持
っ
て
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
障
が
い
者
雇
用
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
平
成
27
年
度
よ
り
、
相
談
機
能
の
強

化
と
福
祉
相
談
事
業
所
等
と
の
連
携
を
図
る
た

め
、
相
談
支
援
専
門
員
を
配
置
し
、
企
業
訪
問

や
企
業
開
拓
、
同
行
支
援
を
行
う
な
ど
、
機
動

性
の
あ
る
就
労
支
援
や
就
労
定
着
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
関
係
機
関
に
よ
る
就
労
支
援
部

会
の
開
催
や
、
障
が
い
者
雇
用
を
検
討
す
る
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
、

障
が
い
者
へ
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
企

業
に
対
し
て
も
障
が
い
者
雇
用
の
促
進
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税

質
問　

現
状
や
見
通
し
は

　

答
弁　

今
年
度
４
月
か
ら
８
月
末
ま
で
の

５
か
月
間
で
１
，９
２
３
件
、
６
，８
０
８
万
４

千
円
の
寄
附
が
あ
り
、
す
で
に
昨
年
度
１
年
間

の
総
額
の
78
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市

の
伝
統
技
術
で
あ
る
刀
な
ど
を
新
た
に
謝
礼
品

と
し
て
加
え
、
１
５
４
品
に
し
た
こ
と
な
ど
が

理
由
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
見
通
し
と
し

て
は
、
12
月
31
日
が
税
控
除
対
象
の
締
切
り
と

な
り
、
全
国
的
に
も
10
月
か
ら
12
月
の
３
か
月

間
に
寄
附
が
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら

年
末
に
か
け
て
大
き
く
伸
び
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
10
月
頃
に
新
た
な
謝
礼
品
を

加
え
る
計
画
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
約
３
．

５
倍
の
３
億
円
の
寄
附
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 　

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
化

質
問　

周
知
の
方
法
は

　

答
弁　

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
は
、

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
開
始
と
な
り
、
平
成
28

年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
子
に
対
し
て
、
１

歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
に
３
回
接
種
を
行
う
も

の
で
す
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
に
出
生
し

た
子
に
対
し
て
は
、
郵
送
に
よ
る
個
別
案
内
を
行

い
、
平
成
28
年
９
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
子
に

対
し
て
は
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
で
他
の
予
防
接

種
と
あ
わ
せ
て
接
種
の
案
内
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

４
か
月
児
健
診
や
８
か
月
児
離
乳
食
相
談
な
ど
の

乳
児
を
対
象
と
し
た
健
診
相
談
で
は
、
未
接
種
者

に
対
し
て
接
種
勧
奨
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
も
行

い
ま
す
。

　

市
立
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス

質
問　

書
籍
消
毒
機
の
設
置
は

　

答
弁　

市
立
図
書
館
で
は
、
日
頃
か
ら
書
籍

等
の
衛
生
面
に
は
十
分
に
気
を
遣
い
、
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。
紫
外
線
で
書
籍
の
殺
菌
・
消
毒
・

消
臭
を
行
い
、
送
風
で
ペ
ー
ジ
間
に
挟
ま
っ
た
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埃
な
ど
を
取
り
除
く
書
籍
消
毒
機
を
設
置
す
る

こ
と
は
、
よ
り
清
潔
で
、
よ
り
安
心
な
図
書
を

提
供
す
る
観
点
か
ら
見
て
も
良
い
こ
と
で
あ
り
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多
く
の
方
に
気
持
ち
良

く
、
快
適
に
図
書
館
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
指
定
管
理
者
と
連
携
し
な
が
ら
更
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
本
会
議
の
会
議
録
は
ど
こ
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
？

　

Ａ
．　

関
市
議
会
の
本
会
議
の
会
議
録
は
、

議
会
事
務
局
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

関
市
立
図
書
館
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
関
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
あ
り
、
こ
ち
ら
で
は
、
日
時
、
人
名
、
キ
ー

ワ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
検
索
も
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
関
市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
開
会
時
間
の
み
、
市
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
市
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
を

放
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
員
の
質
問
に
つ

い
て
は
、
録
画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
照
会
先　

議
会
事
務
局 （
☎
23
―
９
０
６
８
）
 

関
市
議
会
Q
&
A

 

審
議
の
結
果
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算予正補 案議般一 係関例条
平
成
28
年
度
関
市
特
別
会
計
補
正
予
算
〈
５
件
〉

【
下
水
道
（
第
2
号
）
／
財
産
区
（
第
１
号
）
／
食
肉

セ
ン
タ
ー
事
業
（
第
１
号
）
／
農
業
集
落
排
水
事
業

（
第
2
号
）
／
介
護
保
険
事
業
（
第
１
号
）
】

平
成
28
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
28
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）
）

市
道
路
線
の
認
定

市
道
路
線
の
廃
止

財
産
の
取
得
〈
4
件
〉

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
／
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
機

器
／
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
／
事
務
用
パ
ソ
コ
ン
】

関
市
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の
一
部
改
正

関
市
地
区
体
育
館
条
例
の
一
部
改
正

関
市
地
区
公
民
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

関
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

関
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

関
市
税
外
収
入
の
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

関
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

関
市
税
条
例
の
一
部
改
正

議
案
名

可
決

可
決

承
認

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

修
正
可
決

可
決

審
議
結
果

他のそ 案提員議 件案事人 告報 算決
関
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
訂
正

議
員
派
遣

返
済
不
要
の
「
給
付
型
奨
学
金
」
の
創
設
及
び
無
利
子

奨
学
金
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

関
市
中
之
保
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
（
新
任
１
名
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
（
再
任
５
名
）

関
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
（
再
任
１
名
）

関
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
（
新

任
１
名
）

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く
関
市
財
政
運
営
判
断
指
標

の
報
告

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く
関
市
資
金
不
足
比
率
の
報
告

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く
関
市
健
全
化
判
断
比
率
の

報
告

平
成
27
年
度
関
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

平
成
27
年
度
関
市
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
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〈
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件
〉

【
国
民
健
康
保
険
／
下
水
道
／
財
産
区
／
中
小
企
業
従

業
員
退
職
金
共
済
事
業
／
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
／
農
業

集
落
排
水
事
業
／
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
／
介
護
保

険
事
業
／
簡
易
水
道
事
業
／
有
線
放
送
事
業
／
後
期
高

齢
者
医
療
】

平
成
27
年
度
関
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

議
案
名

承
認

可
決

可
決

同
意 可 同

意
同
意

報
告

報
告

報
告

認
定

認
定

認
定

審
議
結
果
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